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（１）がんウイルスの免疫制御と分子標的薬の探索
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ウイルスによる免疫チェックポイント制御
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vIL-6 化合物ライブラリー等の活用

アッセイ系の樹立、スクリーニング

ヒット化合物の解析

生物活性阻害解析

酵素活性や分子間結合の阻害剤探索
例えば:
Viral IL-10とIL-10 受容体の結合阻害
Viral E3 ligase の阻害剤
Viral dUTPase の阻害剤
Viral Deneddylase の阻害剤
Viral Bcl2 の阻害剤

新規作用機序の抗ウイルス薬探索

創薬分子標的

なぜ薬学で研究するのか？

薬を待っている患者さんのために

研究概要：
「がん」の原因になるウイルス感染症があります。未知のウイルスによる新興ウイル
ス感染症があります。いくつかのウイルス感染症では、感染免疫システムを回避する
悪性形質が知られており、症状を悪化させます。一方、新薬は医療現場に大きなブ
レークスルーを起こし、患者さんに希望を与えます。私たちは、がんとウイルス感染
症による感染制御機構について解析し、革新的な分子標的創薬を目指しています。

（２）ウイルス感染症の感染制御と分子標的薬の探索

SARS-CoV-2 の感染様式
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偽ウイルス感染実験系による感染阻害薬の探索


